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（1）2017年8月25日 （毎月3回5・15・25日発行） 兵庫保険医新聞 （昭和43年6月12日第三種郵便物認可 年間購読料 12，000円）号外

広川先生が司会を務め（右）、大森先生が開会のあいさつ（中）

法貴支部長が謝辞を述べた（左）

市民など130人が参加し熱心に聞き入った

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
７
月
28
日
（
金
）
に
西
宮

医
療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
5
人
が
参
加

し
た
。

【
報
告
】

①
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

（
7
・
8
）
36
人

②
映
画
「
飯
舘
村
の
母
ち
ゃ
ん
た
ち

土
と
と
も

に
」
上
映
会
・
被
災
地
物
産
展
（
7
・
8
）
60
人

③M
e
d
i
c
a
l

E
n
g
l
i
s
h

＃
50
（
７
・
14
）
8
人

④
第
37
回
支
部
総
会
（
7
・
22
）
130
人

【
予
定
・
企
画
】

①
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
研
究
会
（
8
・
26
）

②
胸
部
Ｘ
Ｐ
読
映
会
（
9
・
15
）

③
漢
方
研
究
会
（
10
・
7
）

【
予
定
・
企
画
（
日
時
未
確
定
）
】

①
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会

＊
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
4
金
曜
日
で
す
。

支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

世
話
人
会
だ
よ
り

イスラム社会の多様性について講演

するギュルベヤズ氏

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
７
月
22
日
に
第
37
回
支
部

総
会
を
開
催
。
法
西
浩
先
生
（
西
宮
市
・
法
西
医

院
）
が
議
長
を
務
め
、
２
０
１
６
年
度
活
動
報
告

と
２
０
１
７
年
度
活
動
方
針
が
承
認
さ
れ
た
。
ま

た
、
評
議
員
と
し
て
土
山
雅
人
先
生
（
西
宮
市
・

つ
ち
や
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
、
林
功
先
生
（
西
宮
市
・

林
医
院
）
、
上
田
進
久
先
生
（
西
宮
市
）
が
、
予

備
評
議
員
と
し
て
川
野
悦
司
先
生
（
西
宮
市
・
川

野
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
、
森
博
雄
先
生
（
西
宮
市
・
森

医
院
）
が
新
た
に
選
出
さ
れ
た

記
念
講
演
は
「
知
ら
れ
て
い
な
い
イ
ス
ラ
ム
の

こ
と

暴
力
の
連
鎖
と
混
迷
は
ど
う
し
て
生
ま
れ

る
の
か
」
と
題
し
、
サ
ラ
ハ
ッ
デ
ィ
ン
大
学
（
イ

ラ
ク
・
エ
ル
ビ
ル
市
）
教
授
の
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ラ
ッ

ハ
マ
ン
・
ギ
ュ
ル
ベ
ヤ
ズ
氏
が
講
演
。
医
療
機
関

関
係
者
、
市
民
ら
１
３
０
人
が
参
加
し
た
。

ギ
ュ
ル
ベ
ヤ
ズ
氏
は
イ
ス
ラ
ム
に
つ
い
て
①
そ

の
歴
史
、
②
言
語
や
暮
ら
し
、
③
Ｉ
Ｓ
と
の
関
係
、

欧
米
へ
の
難
民
の
状
況
、
④
日
本
と
の
相
互
理
解

と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
解
説
。
歴
史
に
つ
い
て
は
、

イ
ス
ラ
ム
教
は
キ
リ
ス
ト
教
と
同
じ
く
、
ユ
ダ
ヤ

教
か
ら
派
生
し
た
宗
教
で
出
身
地
も
同
じ
中
東
で

あ
り
、
こ
れ
ら
3
つ
の
宗
教
は
別
々
の
も
の
で
は

な
く
三
兄
弟
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト

教
に
と
っ
て
正
義
の
戦
い
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
十

字
軍
の
攻
勢
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
電
光
石
火
の
拡

大
へ
の
反
応
で
も
あ
り
、
11
世
紀
か
ら
２
０
０
年

以
上
も
続
き
十
字
軍
が
負
け
た
が
、
こ
の
２
世
紀

間
の
イ
ス
ラ
ム
教
へ
の
徹
底
的
な
接
触
は
、
結
果

的
に
西
洋
社
会
に
お
い
て
近
代
西
洋
文
明
の
地
固

め
と
な
っ
た
と
し
た
。

言
語
や
暮
ら
し
に
つ
い
て
は
、
現
在
イ
ス
ラ
ム

の
信
者
の
数
は
十
八
億
人
を
超
え
、
こ
れ
ら
の
67

％
以
上
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ

ン
ド
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
エ
ジ
プ
ト
、
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
、
イ
ラ
ン
、
ト
ル
コ
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
そ

し
て
モ
ロ
ッ
コ
に
住
ん
で
お
り
、
そ
れ
ら
の
国
々

の
う
ち
公
用
語
が
ア
ラ
ビ
ア
語
で
あ
る
三
つ
の
国

で
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
人
口
は
約
9
％
に
す
ぎ
な

い
の
で
、
「
イ
ス
ラ
ム
教
の
言
語
」
と
い
う
の
は

存
在
し
な
い
と
説
明
。
ま
た
、
イ
ス
ラ
ム
教
特
有

の
社
会
的
構
造
や
日
常
生
活
、
人
生
観
や
自
然
観

も
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
社
会
の
地
理
、
経
済
、
社
会

政
治
的
に
関
連
し
て
異
な
る
の
で
、
イ
ス
ラ
ム
世

界
と
一
括
り
に
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
が
適
切
で

は
な
い
と
し
た
。

Ｉ
Ｓ
と
イ
ス
ラ
ム
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

①
イ
ス
ラ
ム
教
徒
か
ら
よ
く
聞
か
れ
る
「
イ
ス
ラ

ム
教
と
Ｉ
Ｓ
の
間
に
は
何
一
つ
関
係
は
無
い
」
と

い
う
意
見
と
、
②
イ
ス
ラ
ム
教
と
Ｉ
Ｓ
と
の
間
に

因
果
関
係
が
あ
る
と
す
る
意
見
、
主
に
二
つ
の
極

端
的
な
主
張
を
紹
介
。
過
激
な
イ
ス
ラ
ム
教
主
義

の
犠
牲
に
な
っ
た
人
々
の
多
数
は
自
ら
も
イ
ス
ラ

ム
教
徒
で
あ
る
こ
と
、
欧
米
で
は
Ｉ
Ｓ
と
Ｉ
Ｓ
の

犠
牲
者
で
あ
る
イ
ス
ラ
ム
信
者
も
同
じ
と
考
え
、

暴
力
の
温
床
や
社
会
経
済
的
な
負
担
と
な
る
存
在

だ
と
い
う
捉
え
方
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
、

両
方
と
も
現
実
に
一
致
し
て
い
な
い
と
主
張
し
た
。

日
本
と
の
関
係
で
は
、
日
本
で
も
欧
米
で
も
攻

撃
的
な
排
外
主
義
・
人
種
差
別
主
義
が
近
年
目
立
っ

て
き
て
お
り
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
や
報
道
機
関
は

「
反
イ
ス
ラ
ム
感
情
」
を
拡
大
さ
せ
て
は
い
な
い

か
、
反
イ
ス
ラ
ム
の
主
張
を
移
民
・
難
民
の
拒
否

に
結
び
付
け
て
い
な
い
か
と
い
う
判
断
力
が
必
要

だ
と
強
調
。
世
界
が
お
互
い
を
理
解
し
、
認
め
合

い
、
共
存
す
る
た
め
に
日
本
に
お
い
て
も
、
多
言

語
へ
の
触
れ
合
い
は
今
後
さ
ら
に
重
要
で
あ
る
と

し
た
。



（2）2017年8月25日 （毎月3回5・15・25日発行） 兵庫保険医新聞 （昭和43年6月12日第三種郵便物認可 年間購読料 12，000円）号外

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
７
月
８
日
に
協
会
会
議
室

で
「
飯
舘
村
の
母
ち
ゃ
ん
た
ち

土
と
と
も
に
」

上
映
会
と
第
７
回
被
災
地
物
産
・
物
品
展
を
開
催

し
た
。
上
映
会
で
は
古
居
み
ず
え
監
督
が
ト
ー
ク

を
行
い
、
60
人
が
参
加
し
た
。

トークを行う古居みずえ監督(右)、当日は東北の物産品の販売も行われた(左)

こ
の
映
画
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
で
福
島
県

飯
舘
村
か
ら
全
村
避
難
の
た
め
に
仮
設
住
宅
で
暮

ら
す
こ
と
に
な
っ
た
二
人
の
女
性
が
、
冗
談
を
飛

ば
し
な
が
ら
互
い
に
元
気
づ
け
る
生
活
を
取
材
し
、

放
射
能
汚
染
で
故
郷
を
奪
わ
れ
た
哀
し
み
を
抱
え

な
が
ら
生
き
る
女
性
た
ち
を
丁
寧
に
見
つ
め
て
い

く
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。
ト
ー
ク
で
監
督
の
古
居

氏
は
「
女
性
や
子
ど
も
に
焦
点
を
あ
て
30
年
近
く

パ
レ
ス
チ
ナ
の
取
材
を
続
け
て
き
た
。
本
作
で
も

パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
と
同
様
に
故
郷
を
奪
わ
れ
た
哀

し
み
を
抱
え
な
が
ら
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
女
性

た
ち
を
丁
寧
に
見
つ
め
て
い
く
こ
と
を
心
が
け
た
」

と
し
、
原
発
事
故
後
６
年
以
上
に
な
る
避
難
の
長

期
化
に
よ
る
孤
立
や
分
断
が
深
ま
る
現
状
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
に
し
て
ほ
し
い
と
語
っ
た
。

被
災
地
物
産
・
物
品
展
で
は
、
東
日
本
大
震
災

被
災
地
へ
の
支
援
と
地
域
交
流
の
た
め
、
岩
手
県

宮
古
市
「
か
け
あ
し
の
会
」
か
ら
の
物
産
品
販
売

や
、
ち
く
ち
く
工
房
の
ト
ー
ド
バ
ッ
グ
、
会
津
も

め
ん
の
作
品
展
示
販
売
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
の

感
想
を
掲
載
す
る
。

・
故
郷
に
帰
り
た
い
け
ど
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

す
べ
て
原
発
が
原
因
。
人
間
は
一
人
で
は
生
き
て

い
け
な
い
。
「
き
ず
な
」
が
分
断
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
自
然
災
害
は
仕
方
が
な
い
と
し
て
も
福
島
は

そ
う
で
は
な
い
。
「
原
発
」
と
い
う
人
間
が
造
り

だ
し
た
災
害
。
2
人
の
生
き
る
力
を
感
じ
ま
し
た
。

・
原
発
事
故
か
ら
6
年
以
上
が
過
ぎ
、
避
難
指
示

が
解
除
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
関
西
に
伝
え

ら
れ
、
関
心
を
持
た
ず
に
い
る
と
「
事
故
は
終
わ
っ

た
」
と
思
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、
実
際
に
当

事
者
の
み
な
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
お
か
れ

て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
映
画
を
見
て
福
島
、
被
災
地
と
原
発
事

故
被
害
者
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・
飯
舘
村
の
皆
さ
ん
の
ご
苦
労
に
涙
が
こ
ぼ
れ
ま

す
。
た
か
が
電
力
を
発
生
さ
せ
る
方
法
の
違
い
で

こ
れ
だ
け
被
害
を
も
た
ら
す
。
原
発
ノ
ー
を
叫
ば

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
巨
大
津
波
を
想
定
さ
せ

る
知
見
を
無
視
し
て
対
策
を
せ
ず
に
メ
ル
ト
ダ
ウ

ン
を
さ
せ
た
東
電
の
罪
は
未
来
永
劫
許
さ
れ
ま
せ

ん
。
被
災
者
の
皆
さ
ん
の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

・
一
瞬
に
し
て
人
間
の
歴
史
も
文
化
も
暮
ら
し
も

人
の
関
係
性
も
途
絶
え
さ
せ
て
し
ま
う
原
発
の
非

情
さ
を
感
じ
ま
す
。
放
射
能
の
半
減
期
の
長
さ
は
、

自
然
に
生
き
る
も
の
全
て
の
生
の
長
さ
と
は
相
容

れ
な
い
も
の
で
す
。
飯
舘
村
の
母
ち
ゃ
ん
た
ち
が

証
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
核
・
原
発
の
無
い
世
界

を
今
す
ぐ
実
現
す
べ
き
で
す
。

・
福
島
の
事
故
は
ど
こ
に
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く

な
い
こ
と
で
す
。
私
た
ち
に
起
こ
っ
て
も
不
思
議

で
は
な
い
こ
と
を
福
島
や
周
辺
の
方
達
は
体
験
し
、

耐
え
て
暮
ら
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
私
一
人

の
力
で
は
何
も
で
き
な
い
で
す
が
、
自
分
た
ち
の

問
題
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

・
自
然
豊
な
土
地
が
あ
の
日
を
境
に
住
め
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
無
念
さ
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
で
も
日
々
明
る
く
前
向
き
に
生
き

て
い
る
「
母
ち
ゃ
ん
た
ち
」
に
私
た
ち
の
で
き
る

こ
と
を
で
き
る
か
ぎ
り
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

映

画

『

飯

舘

村

の

母

ち

ゃ

ん

た

ち

土

と

と

も

に

』

上

映

会

原
発
事
故
被
害
者
の
姿
を
知
る
機
会
に

日 時 9月15日（金） 午後８時～
会 場 西宮渡辺心臓・血管センター

講 師 尼崎市・はら内科クリニック 原 秀樹 先生

司 会 西宮市・橋野医院 橋野 盛彦 先生
参加費 無 料

上記企画へのお問い合わせは協会事務局（TEL078-3 93-1 809）岡林・山田まで

日 時 10月7日（土） 午後３時～
会 場 西宮神社会館 福寿の間
講 師 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科

乾 明夫 先生
参加費 無 料

胸部X-P読影会の第17回目を開催いたします。

今回も西宮市立中央病院前副院長、尼崎市・はら内科クリニックの原秀樹先生をアドバ

イザーに、ご参加の先生方に持ち寄っていただいた胸部写真の検討会を行います。

ぜひご参加いただきたくご案内いたしますとともに、毎日の診療の中で検討してみたい

胸部写真がございましたら、ぜひご持参ください（レントゲン写真のほか、パソコンデー

タをご持参いただいても結構です）。

六君子湯は、消化器症状に対して用いられてきた薬剤であり、食欲不振や体重減少を主徴とする悪

液質への臨床応用も行われている。六君子湯の作用は、空腹ホルモングレリンを介することが知られ

ている。

演者らは、病的老化マウスであるKlotho（クロトー）欠損マウス、SAM（サム）P8 マウスおよび正

常老化マウスであるICRマウスに六君子湯を長期投与し、その影響を検討した。クロトーはカルシウム

代謝に深く関与し、クロトー欠損マウスは短命で異所性石灰化などの早発性老化の表現型を呈する。

またサムは、老化徴候を有するマウスの交配により樹立され、P8は学習・記憶障害、免疫機能不全、

概日リズムの異常などを呈する。六君子湯によるグレリンシグナリングの改善は、サーチュイン１を

活性化させることにより、これら3系統の老化マウスの健康寿命を延長した。

六君子湯は、消化管機能の改善や緩和医療の領域で、個性光る薬剤と考えられる。多成分系の漢方

を応用することにより、ポリファーマシーを避け得ることも大きなメリットであろう。（乾 明夫 記）


